
【声に抑揚をつける】 

皆さん、こんにちは。 
今日は「抑揚ある声」についてお話します。 
発声に大切なのは「横隔膜」を使うということです。 

まずは「瞬発力」を使った声の出し方です。 
「ハッ」と3回×3をしっかり横隔膜と声の方向に注意してやってみましょ
う。 

①「ハッ、ハッ、ハッ」　②「ハッ、ハッ、ハッ」　③「ハッ、ハッ、ハッ」 

しっかりと張りのある声が出ました。 

次はビブラートで横隔膜を上下させ、ポジションも深くとる練習です。 
「ア」でビブラートをかけてみましょう！ 

「ア～～～」（ビブラート） 

これで横隔膜はしっかりと動きました。 

それでは次に声の距離を測っていきます。 
近くの場合でも遠くの場合でも、胸の共振を使ってしっかり出していきま
しょう！ 

それでは 
1m、5m、10mでの距離を想定して「ヘーイ」と声を届かせてみます。 

①1m「ヘーイ」　　②5m「ヘーイ」　　③10m「ヘーイ」 

しっかりできましたね。 



また高い声はキンキンとしたり、低い声が掠れたりすることもあります。 
それではあえて、2種類のパターンで発声してみます。 

遠くの人を呼ぶ時「喉声」と「お腹声」をコントロールしてみましょう。 
1回目はわざと喉を高くして喉声で 
2回目は共振をしっかり使ってお腹声で 

①「山田さーん」（喉を上げて声を前に出す） 
②「山田さーん」（共振して） 

上手くできましたね。声の違いは明らかです。 

それでは最後に声に表情をつけます。 
たとえば同じ言葉「ありがとう」で3種類の声を出してみます。 
「明るい声」「安心できる声」「信頼できる声」 
でコントロールしてみましょう！ 

＊明るい声 は口角や頬骨を上げるように表情筋を使います。 
「ありがとう」 

＊安心する声 は声門閉鎖をやや緩めます。 
「ありがとう」 

＊信頼できる声 は胸の共振を利用します。 
「ありがとう」 

素晴らしいですね。 
これだけコントロールできれば相手にも伝わるでしょう。 

このようにテクニックを利用して、ビジネスシーンで営業やセミナーなど、
人前で話す場合にはしっかり抑揚のあるトークができるようにしましょう！


